
The Zoological Society of Japan

NII-Electronic Library Service

The 　Zoologloal 　SOOIety 　of 　Japan

（178）日 五 十 月 六 年 十 四 治 明

　

　
雜
　
　

録

を
以
て

飼
養
せ・
し

家
蠅
よ
り

得
た

る

諸
種
の

結
果

を
記

逋
せ

り

此

の

實
驗
に

よ
れ
ば

多
數
の

寄
生

蟲
を
得

其
の

内
の

多
く
は

麥
の

内

に

も

存
在
す
る

こ

ご

を
知
れ
り

此
の

結
論

よ
り

氏
は

米
に

も

原
始

動

物
其

繊
細
の

生

物
を
宿・
し

得
・

。

も
の

な
う

ζ
し

ず

ず
病、

…

　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
一

の

研
究
に

參
考

す
べ

き
材
料
を
興
へ

た

り
。

　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
一

　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
一

●
蛙

膓
の

長
さ

の

變
化
　一
｝
＝

三・

藁
…

筑

は

歹・
；

ヲ・・

こ

の

羃
に

客

…・
マ

・

雷

の

・

れ

嘉
毒
雌

よ

傘
皿

又
歳

長
む

終
り

た
る

も
の

は

比
較

的

短
き

腸
を
有
し
春

期
は

秋
期
　一

　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

よ

り

比

較
的

短
し
ご

言
へ

り
。

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

〉

霤
箕
作
博
士

数
授
在
職
二

十
五

年

祀
賀
寳
金
募
集
…

同

博

士
は

本

年
十
二

月
二

十

七
日

を
以
て

東

京
帝

國
大
學

理
科

大
　一

學

敏

授
就
任
以

來
在

職
二

十

五

年
に

當
ら

る

雪

を
以
て

、

同
博
士

の

知

人
門
人
相

謀
り

金

員
を

醵
し

て
、

博

士
の

爲
め

に

覗
賀
せ
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誌
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目
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部
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錫
蘭
島
の

顯
鰓
類
に
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て
、

咋
年

來

朝
せ

ら
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本
顯
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類
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研
究
せ

ら
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…
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瓣
鰓
類
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流
發
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出

N 工工
一Eleotronlo 　Llbrary 　


